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P・F・ドラッカー

『明日を支配するもの』

前半期 第4回／通算 第60回

ドラッカーは魅力的な思想家です。

従って，今後，批判的理論の一定部

分がドラッカーに取り込まれてしま

うということも十分にあり得ると思

います。今のうちに，ドラッカーを

理論的に批判しておきたいと考えて

います。

　今回の範囲では，一貫して，社会

変革の主体の問題が取り扱われてい

ます。ドラッカーは，変革主体が知

識労働者であるということを明らか

にしようとし，彼らに社会変革とし

ての自己変革を訴えかけています。

浅川 雅巳 第3，4章

今井 祐之 第5，6章


